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１、成績請求情報の提供手続・国公立大の出願に向けて 

 

１月２６日（月）～２月４日（水）の期間で、国公立大の前期・中期・後期日程の出願期間となりま

す。志願者は、各大学の大学入学共通テストを利用した選抜区分に出願する場合、成績請求情報（各大

学が大学入試センターに志願者の大学入学共通テストの成績を請求するための情報）を志望大学へ提供

するための手続が必要です。また、国公立大の出願においては、コンパス・バンザイシステムを参考に

して志望校を決めます。その際、ドッキング判定に使用されるデータは、共通テストの自己採点の結果

と、１０月に実施された第２回ベネッセ・駿台記述模試（コンパス）、第３回全統記述模試（バンザイ） 

の結果となります。約３カ月前に実施されたものであるため、今現在の学力（記述力）を確認すること

は困難であると思われます。そして、国公立大では２次（個別）試験の得点が合否に大きく影響します。 

 そこで、今年度から導入される「Web 方式」、「チケット方式」の確認と、国公立大への出願の参考に

なる各予備校から発表されている「得点度数分布」（ベネ駿）・「大学別学力分布」（河合塾）について、

ご紹介します。 

 

（１）成績請求情報の提供手続   ※大学入試センターHPより 

 

手続の方式には、２通りがあります。志望大学の募集要項等で大学が指定する方式・手続方式を確認

し、定められた期間内に手続を行ってください。 

 

①「Web方式」 

  志願者が、志望大学の出願サイト上で「申込番号」等（注１）を入力することで、志望大学の 

 出願サイトと共通テスト出願サイトが Web上で連携され、大学入試センターから志望大学に成績 

 請求情報を提供する方式です。 

前南進路だより  



 ②「チケット方式」 

  志願者が共通テスト出願サイトから成績請求情報が記載された「成績請求チケット」を取得し、 

 志望大学に提出する方式です。 

 

（２）「得点度数分布」（ベネ駿）から、国公立大の出願を検討 

【例】埼玉 経済（一般選抜枠）前期  ※ 資料は【2026年ベネ駿データリサーチ】HPに掲載   

   

【共テ科目】 ６教科８科目 情報 50点 → 950点 

             （100点→50点で換算）   

【２次科目】 英・数・国から２科目 → 500点 

【昨年度の合格最低点（総合）】  931.48点／1450点 

①（今年）共通テストの得点が 663点の場合 

 → 左図をみると、全体の 112～124人の中に該当（赤線） 「Ｂ」判定 

 

②（昨年）で確認すると、112～124人は 106～128人の中に該当（青線） 

            （663点）  （約 670点）   「Ｃ」判定 

 

③ 昨年度の合格最低点は、約 931点だったため、931－670＝261点（約 

52％）を２次（個別）試験で得点できれば、合格者の分布の様子（オ 

レンジ枠）からも合格の可能性が高くなります。 

しかし、「Ａ」判定内に共通テスト 700 点（12 人）→ ２人不合格、 

「Ｃ」判定内に共通テスト 635点（21人）→ ４人合格という具合に 

２次（個別）試験の配点が 500点のために、結果によっては逆転を     

許す（する）ことも十分にあり得ます。最後まで油断せず、粘り強く 

学習することが必要です。 

       ↓ 

 赤本で昨年度の過去問を実際に解いてみて、何点とれるか？ 

   → 261点以上がとれそうであれば、出願 

→ 261点が厳しそうであれば… （下記の１～３のどれかを選択） 

１）志望校を下げる 

２）中期・後期日程（私大）で合格できそうな大学を出願しておく 

   ３）試験本番まで、全力で勉強する 

 



【例】群馬 理工（電子・機械類、物質・環境類）前期 

 

【共テ科目】 ６教科８科目 情報 50点 → 950点 

             （100点→50点で換算）   

【２次科目】 英・数・理から３科目 → 500点 

 

 

・左図をみると、共通テスト結果（判定）通りに合格者がで

ています。２次（個別）試験の配点が 500点ありますが、Ａ、

Ｂ判定で逆転はほとんどおきていないことがわかります。Ｃ

～Ｅ判定にポロポロ逆転がおこっていることもわかります。

Ｄ・Ｅ判定だからと勝手にあきらめてしまうのは、もったい

ないわけです。電子・機械類は共通テスト 510点、物質・環

境類は共通テスト 475点を目安にした場合でも、合格の可能

性があると思われます。ただ、他大学から志望先を変更する

受験生や、「Ｂ」判定でも不合格者が出ていますので油断は

禁物です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【例】高経（地域政策 ５教科・３教科）前期 

 

【共テ科目】 

 ５教科５科目 英 RL（350点） 

        数・国・理・地公・情 → ４科目（600点） 

  

３教科３科目 英 RL（200点） 

       数・国・理・地公・情 → ２科目（200点） 

   

【２次科目】  数・地公 → １科目（200点） 

        小論文（200点） 

 

・左図を見ると、５教科５科目で「Ｄ」（「Ｅ」）判定の受験者 

が昨年よりも多くなっていることがわかります。また、３ 

教科３科目の場合には、「Ｅ」判定の受験生から２次（個別）    

試験で逆転して、合格している受験生も多くみられます。 

 

・高経の地域政策では、２次（個別）試験で「小論文」（200 

点）があります。３教科３科目の配点では、共テ 400点： 

２次 400点ですので、「１教科」＋「小論文」が逆転のカギ 

を握っています。後期日程まであきらめず頑張れば、合格 

のチャンスは十分にあります。 


